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久万層群の

新観察

甲藤次郎(元所員現高知大学)･平朝

彦(高知大学)

はじめに

久万層群(永井1957)は四国の始新統を代表する

地層群であり特異な岩相と異常な高度分布祖とから

古くより注目されてきた地層灘である.

にみよう

久万層灘下位の二名層(中部始新統)は結晶片岩類の巨

礫岩相を特徴とし主要な分布地は石鎚国定公園地域

内の瓶ケ森(標高1,896mの1,700m台)･子持権現山

(1,677m)やその西方の国指定名勝並びに愛媛県立自

然公園である久万町古岩屋から美川町の岩屋寺(四国霊場

45番札所)にまたがる標高500m内外の特異な礫岩峰を形

成している約300ヘクタｰノレの地域さらにその西方の

海棲化石を産するいわゆる父二峰二名地域などである.

またこれに類する礫岩には市ノ川礫岩や唐越礫岩

(甲藤1978)カミある.

二名層上位の明神層(上部始新続)は久万盆地に模式

的に発達し通常二名層と相伴って既述の地域やその周

辺に広く分布している.なお二名層と明神層の関係

は不整合(永井1968)とされている.

筆者らは後述の久万層群の主要分布地域の再検討の

結果久万層灘の一部は海成層であるがその他の大部

分は崖錐～扇状地堆積相網状河川堆積相および湖成堆

積相から校る岩相変化の著しい陸成層であることなら

びに二名層と明神層のいわゆる不整合関係は認められ

恋いことなどを明らかにした(昭和53年9月3目目本地

質学会西目本支部･関西支部合同四国例会で発表).

今回の調査にあたり種女懇切な御助言を頂いた愛媛

大学名誉教授永井浩三博士に深甚の謝意を表する.ま

た著者の一人甲藤は本研究の端緒となった昭和47年度

瓶ケ森林道地質調査の機会を与えて下さった当時の高知

営林局カ長公平秀蔵氏に厚く御礼中し上げる.

西南日本の地帯構造と本研究の意義

西南日本の地帯構造は中央構造線を境に大きく内

帯と外帯に区分されている.内帯は三郡変成帯･領家

変成帯などからなり領家帯は不整合で白亜紀後期の和

泉層群に被覆されている.外帯は三波川帯･秩父帯･

四万十帯からなる.これら西南目本弧を構成している

基本的な地帯構造の成因を明らかにすることは日本列

島の地史の解明にとってもっとも重要な作業の一つで

あるのは言うまでもない.この問題に関しては小林

貞一の“佐川造山輪廻とその日本列島の起源における

意義"以来数多くの考察が提唱されてきた.

また最近ではプレｰト論にもとづいて西南日本の地

史を解釈しようとする動きも活発である.

筆者らは最近協同して四万十帯の層序･堆積環境の

再検討に着手しそれらの成果の一部はすでに本誌上に

発表してきた(甲藤･平1978a1978b)

四万十帯の解明にはもとよりそれ独自の研究のみで

できるものではなくひろく西南目本地帯構造とのかか

わりあい更に太平洋とアジア大陸地帯との関連におい

てとらえることによって初めて本質的柱理解が可能と

なる.久万層灘は西南日本の地帯構造発達吏を考え

る上で以下の点で重要である.

�

四国においては久万層群は三波川帯からの砂層

礫を持つ最古の地層の一つである.一方四万

十帯室戸半島層灘の大山岬層にも三波川帯起源と

思われる礫が含有されておりそれとの関連性が

注目される.

2)久万層群中に含まれる礫岩の礫種は三波川帯･

和泉帯･領家帯からのものと考えられ当時の西

南日本の地帯構造を知る上でほとんど唯一の手

がかりである.

3)四国においては久万層群は中央構造線の両側

に分布する最古の地層である.

�

久万層群の分布は特異である.地層はほとんど

変形をうけておらず水平に近い優斜をもってい

る.にもかかわらず著しい高度差を持ち100

m前後の標高の地域から四国の屋根石鑓山系の最

高度付近だとえば瓶ケ森(1,896m)子持権

現山(1,709m)筒上山(1,859m)などの周辺に分�
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図1久万層灘

凡例a沖積層b洪積層

f上部白亜系和泉層群

地点名1砥部2三坂峠

9明神10下畑野川

17石鑓山18筒上山

布している.

分布地域地質図

C中新統石鑓層群d

9三波川変成岩類h

3中条4下坂場峠

11岩屋誇12古岩屋

19岩黒山20伊吹山

以上のように久万層群の起源を解明することは西

南目本地帯構造の発達を考える上で一つの重要な鍵を

提供することになると考えられる.

研究史からみた久万属群

いわゆる｢石鑓第三紀層｣については中新世の内陸

湖水堆積層と考えられた時代もあったが(豊田英義ら1952)

1951年頃からの永井浩三および堀越和衛らによる精力的

た研究の結果石鑓山第三系は始新世の久万層群と中部

中新世ないし下部鮮新世(?)の石鑓層灘に分けられた｡

久万層灘は永井浩三により命名され(1957)その後

の研究成果は永井(1972)によってまとめられているま

た矢部長克は久万層鮮に非常な関心をもち齢82歳で

同属灘の検討に訪れたという事椿が永井(ユg77)によっ

て紹介されている.

久万層鮮は下位の二名層と上位の明神層よりなる

(図1).

二名層の模式地は愛媛県上浮穴(かみうけな)郡久万

町父二峰二名の東条と中条とを含めた地域である咀二

名層は礫岩を主とする粗粒な砕暦岩から構成され砕

贋物はそのほとんどカミ三波川帯起源の変成岩類からなる.

模式地の中条付近では二枚貝･さんご1こけむし1

石灰藻などとともに有孔虫が発見されている.

(永井1972より)

e始新統久万層灘(a明神層e二名層)

断層i推定断層

5東条6二名7ひわだ峠8久万

13渋輩14中山15関門16皿ケ峯

21子持権現山22瓶ケ森

半沢正四郎によるとこれらの有孔虫は1){･6･桝伽α

sp.,亙φ脇〃αω3ぬ(Oppenheim)であり中期～後

期始新世の時代を示すものである(HムM･wム,1959).

以上のことから永井は二名層がすべて海成層と考

え急峻な地形を持つ三波川変成岩の露岩地域への海進

時にできた地層であると考えた.

二名層は露頭によって層厚や岩相が著しく異なる.

とくに南縁部の岩屋寺･古岩屋付近では径1mを越す

結晶片岩礫を含む厚い巨礫岩相が露出し子持権現山･

頬ケ森付近にも厚い巨礫岩相が発達している.

上位の明神層の模式地は愛媛県上浮穴郡久万町久万

川河床で層厚は約遂00mである.各地における明神

層の岩相も著しく異放る.

明神層は礫岩刮砂岩･頁岩のさまざまな互層から構

成されている淡水成層である.明神層を構成する礫は

二名層とは異匁り和泉層鮮や領家帯由来と考えられる

砂岩1花筒岩類が主であって三波川帯起源の結晶片岩

類は一般に少匁く礫はよく円磨されている.

明神層はほとんどの露頭で植物化石を産出するが

動物化石の報告はいまのところない.植物化石群から

明神層は古第三系と考えられ字部炭田の古第三系や九

州の直方層鮮のフロラとの近縁性から上部始新世とされ

た苗

永井は二名属と明神層の関係を最初整合と考えたか

後に伊予郡広田村上尾(うえび)や上浮穴郡面河村申山�
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の露頭で二名層と明神層とが傾斜不整合をしているの

が観察されたために不整合と訂正した(Nム…,1968).

以上のことより二名層の時代は中部始新世とされ

それを不整合に被覆する明神層は上部始新世とされた.

さらにこれらの久万層灘は上位の石鎚層群(中新統)

に不整合でおおわれている.

部扇状地の堆積物と認められるものもあるので明神層

堆積地のごく近くの内帯側に急峻た山地があったことを

想定している.

以上のように久万層群については永井の長年にわ

たる努力によって多くの重要な事実が明らかにされてき

た.

永井はこれらの久万層群の堆積史について次のよう

に考えている.

四国では上部白亜紀の和泉層鮮には三波川変成岩類

の砕屑物は発見されていないので少なくとも和泉層灘

堆積前には三波川帯は広く地表には露出していなかった.

和泉層群堆積後久万層灘堆積前に三波川帯は地表に

露出し急峻な山地を形成した.この変動にともなっ

て南側の三波川帯が北側の和泉層群の上に衝上した(上

灘衝上:永井1971).

二名層の堆積は壮年期的な三波川帯の山地の沈水に

はじまる海進によってもたらされた.二名層の末期頃

には三波川帯の山地は削剥されて低地とたった.こ

の後北側の地帯の隆起がおき和泉層群カミまず削剥さ

れつづいて深部の変成古生層･花闇岩類が露出し削剥

されて明神層が堆積した.永井は明神層下部に一

著者の一人甲藤は室戸半島層灘の大山岬層中に巨大

悲結晶片岩礫が認められるため大山岬層堆積時に三

波川帯の広域的な隆起運動があったことを想定し(甲藤

1961)二名層と大山岬層はほぼ同時期に堆積したので

はないかと長らく考えていた.

このような事実関係を確かめるため平とともに二名

層を再検討する機会をもった.最初の調査では特に

古岩屋付近の観察を行ったがそこでは二名層の産状は

扇状地の堆積物と考えられるようなものであるのを知っ

た(甲藤1978)またこれに先だつ瓶ケ森林道調査で

は二名層が海成層である根拠の全く狂いことから二

名層は一部海成層であってもその他の大部分は陸成層

であるまいかという疑問をもった.この林道調査の成

果は20万分の1高知県表層地質図(甲藤1974)の一部

に表現されている.

写真1岩屋寺付近の結晶片岩巨礫相上部と下部のユニットが斜

交しているのに注意破線は層理面を示す

写真2結晶片岩の巨大磯インブリケｰションに注意

(岩屋寿村近)�
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さらに二名層カミ著しい岩相変化を示すなら二名層と

明神層の関係についても再検討する必要カミあると考完

今回再び両者で久万層群を再検討する機会をもったので

ある.

以下本論文は今回の調査で行った二名層･明神層

の堆積環境の解析結果とその意義について述べる.

久万層群の堆積環境

古岩屋とその周辺の扇状地一網状河川相

古岩屋付近には巨大礫を含む二名層が厚く堆積し

巨大た岩峰をなし特異た景観を示している.

古岩屋付近の岩相についてはすでに甲藤(1978)カミ簡

単に紹介しそれが扇状地堆積物である可能性を指摘し

た.古岩屋南西方の岩屋寺付近でも同じような結晶片

岩の巨大礫を含む巨礫相が露出している.ここでは東

西方向の壁面に長径1m以上の巨礫が含まれ粗い成層

構造カミ認められる.壁面の下部では下部のユニット

と上部のユニットが斜交しているのが認められ1つの

扇状地ユニットの上に次の扇状地ユニットカミ堆積してい

ったことを表わしている(写真1･2)

古岩屋付近では結晶片岩の基盤の上に巨礫相が発達

し走向N30E･10.W程度で傾斜しており河床沿い

に下畑野川方向に歩むと岩相の上方および側方変化を

連続して観察できる.基盤と巨礫相の直接の関係を示

す露頭は発見できなかった.古岩屋付近では礫種は

ほとんどカミ結晶片岩であり長径1.5m程度の巨大礫を

含む.このあたりでは礫のインブリケｰションがよ

く発達しており礫の長軸はインブリケｰションの傾斜

方向と直交した配列をしている.巨大礫は流れに長軸

カミ直交する場合カミ多いので統計的な処理なしにフィｰ

ルドでの感じから流れの方向を推定すると北々西か

ら供給されたようである.礫岩中には成層したうすい

砂岩をはさんでいる.これらの巨礫岩一砂岩相はチャ

ネル構造･級化層理･インブリケｰション等から土石流

一河川の堆積物で全体として扇状地を形成していたと

推定できる.

300m程西方に行くと円磨された和泉層群起源と考

えられる砂岩礫が1個2個と入ってくるのが認められ

西ノ川付近では数%に達する.長径も30cm以上のも

のが混じる.ここでも全体としての岩相は“扇状地"

的で結晶片岩の巨礫相である.砂岩礫の割合は次第に

増しさらに300m程西方に行くと砂岩礫は30%ぐらい

を占めるように狂り1mもの巨礫も認められる.

さらに100m程西方では比率は半々ぐらいになり精

写真3チャネルを埋積した土石流プラグ

砂岩の巨礫カ欄められる(古岩屋一下畑野川間)

晶片岩礫も砂岩礫も同程度の大きさをもつ巨礫相となっ

ている.しかし一般に砂岩礫の方がより円磨されてい

る.この間岩相に明瞭な境界はなくスムｰズに漸移

しておりさらに西方へと砂岩礫の比率は増してゆく.

嵯峨山の250mほど西方での道沿露頭では土石流の

チャネルを埋積した土石流プラグ(写真3)カミ認められ

やはり扇状地堆積物と考えられる.チャネル方向は南

北方向が推定できる.しかしここでは古岩屋付近の

巨礫相よりはずっと砂質の部分カミ多くなっている.

さらに西方のゴノレフ場付近ではほとんどが砂岩礫ど

たり結晶片岩礫は10%程度とたる.全体の礫径も最

大20cm程度と減少してくる.礫岩･砂岩層はレン

ズ状･チャネノレ状を示し露頭面においても側方へ著し

く変化しているのが認められる(写真4).

砂岩層中には平行葉理多量の木片等の炭質物が認め

られる.このよう校堆積相は網状河川(braidedstream)

のチャネノレ･コンプレックスの堆積物を示している.

礫岩層は網状チャネルのチャネル底の残存礫(channe1

1aggrave])および礫洲(9rave1bar)の堆積物砂層は

砂洲･チャネルの堆積物でありこれらが複雑に組み合

わさった堆積相を示している.

下畑野川より直瀬にぬげる道沿いのノレｰトでは以上

の地層の上位の地層を観察できる｡このルｰトでみら

れるのはやはり砂岩礫を主とし多少の結晶片岩層を

もつ礫層と砂層のチャネノレ堆積物である.

チャネノレの方向･斜交葉理より北方からの供給が推

定される.礫は次第にサイズを減じ峠付近ではアｰ

コｰズ質の砂岩層となる.

以上のノレｰトでは岩相は次第に変化し堆積環境は�
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扇状地一扇状地外縁一礫質網状チャネルｰ砂質網状チャ

ネルと変化している.結晶片岩礫を主体とする扇状地

堆積物である``典型的"二名層と砂岩礫を主体とする

網状河川堆積物である“典型的"明神層では明らかに異

匁る･しかしその間の変化はあくまで漸移的でこ

のルｰトで不整合に相当する境界を見い出すことは困難

であり地層間の境界をどこにひいたらよいか当惑する

程である.

面河村中山から面河ダムに至るノレｰトでは結晶片岩

類の基盤の上にやはり扇状地堆積相を示す二名相の巨

礫岩がのっている.このノレｰトでもやはり次第に砂

岩礫の比率が増して行く.

申山の分岐点から数十㎜ほど面河ダムよりに上った地

点で永井の指摘している二名層と明神層の“不整合"

の露頭がある(写真5).たしかにこの地点では下位

の結晶片岩礫を主とする巨礫相を上位の砂岩礫を主と

する巨礫層カミ被覆している.しかし下位の層にも20

～30%程度の砂岩礫が含まれ上位の層にも同程度の結

晶片岩礫が含まれておりまた両者間に明瞭な“傾斜"

関係はない.上位の層は砂岩層をより多くはさみ

上方細粒化のチャネノレサイクノレを明瞭に示す.すな

わちここでは堆積環境が扇状地相から網状河川相へ

と急変している.扇状地･網状河川のようだ堆積相は

側方･垂直両方へいつでも“漸移"するとは限らないで

あろう.同じ堆積相内でも著しい岩相変化がありた

とえぱ岩屋寺でみられる様にユニットごとに“斜交"関

係にある場合もある.この様な堆積環境では岩相が

比較的急変するのは十分に考えられることでこの変化

は必ずしも著しい変動や時間の間隙をとも校う“不整

合"を表わすとは限らないであろう.

したがってこの地点でのいわゆる“不整合"は著

しい時間のギャップを表わしたり“変動"があったこ

とを表わしたりしているのではなく水系の変化等にと

もない扇状地から網状河川への変化が比較的急速に起

きたことを表わしていると考えた方がよさそうである.

このノレｰトでは面河ダム沿いに更に上位の岩相が

観察できる.ここでは上位へと花開岩類の礫の比率

が増してゆく.円磨された花開岩礫をもつ礫層はチ

ャネノレ状･レンズ状を示し上下･側方へとアｰコｰ

ズ質の砂岩層に急変し網状河川の堆積物である(写真6).

このルｰト沿いでは2･3のチャネノレは東西方向の

傾向を示している.

父二峰二名付近の浅海相

模式地付近の二名層は古岩屋付近のものとは著しく

異なる.この付近での良好な露頭はひわだ峠頂上付

近の林道沿いにみられる.

ここではN50W･3ぴNの面構造をもつ三波川変成

岩類に二名層がE-W･10.Sぐらいで接している

(写真7).

接触面にはスリッケンサイドが発達し10c㎜程度の

厚さの断層角礫が認められる.

ここの二名層は主として円磨され淘汰された細

礫層と砂岩層からなりよく成層している(写真8).

カキを主とする二枚貝類の化石がかたり豊富にみられ

一部では密集している.露頭範囲では礫層･砂層の連

続性は良くチャネノレ構造は認められない.これらの

写真4砂岩礫を主体とする網状河州堆積層

(古岩屋～下畑野川間･ゴルフ場入口)

写真5結晶片岩礫に富む岩相(下位)から

砂岩礫に富む岩相(上位)への変化

破線は従来の不整合面(申山付近)�
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写真6花開岩礫に富む網状河川のチャネル堆積層

(面河ダム沿い)

ことよりこの地点での二名層は浅海性特に礫質海

岸の堆積物(beachgravels)と考えられる.礫質の海

岸では季節的な波浪エネノレギｰレベノレの変化･ストｰ

ム時の変化等により礫砂等の成層構造が生成される.

礫は近くの河口や海食崖から供給されるカミ砂は一部

沿岸流などにより遠方からの供給も可能である.

三波川変成岩類との接触面近くの層序では1m程度

の厚さの白色アｰコｰズ質砂岩層が認められる.

この砂岩層は上下の地層カミほとんど緑色片岩を主と

する三波川帯からの岩層からなり緑色を示しているの

に対して“異質"である.三波川帯からの岩屑が近く

の海食崖や河口から供給されたのに対しアｰコｰズ砂

岩層は内帯に通じる水系の河口から沿岸流によって供給

されたのかもしれ狂い.

東条付近のルｰトでも二枚貝等の化石を産する(図2).

ここでは基盤の三波川変成岩類上に薄い断層角礫を介

して砂岩層カミ接する.コンタクトより3mほど上位

に細磯部があり一部石灰質で二枚貝の化石を含んでい

る.上位では炭質物を含む泥岩相に変化している.

いずれにせよ以上の2つのノレｰトでは基盤と断層で

海成相の二名層が接している.しかしこの断層によ

り他地域で見られる巨礫相が失われているという可能

性はまずない.ここでは基盤に直接アバットする形

で海成相の二名層が堆積しその接触面がその後すべっ

たと考えた方がよさそうである.

すなわちここでは三波川変成岩類の基盤上に扇状

地等の堆積物は発達せずいき怒り海進がはじまり海

食崖を形成し基盤に接して海岸礫が堆積した.

その後一帯は海退して低湿地となり泥岩が堆積し

写真7三波川変成岩類と海成相の二名層とのコ

ンタクト(コ:■タクトは断層ひわだ峠)

たと推定できよう.

この海岸礫相の分布は極めて狭く中条から2km程

南の下坂場峠付近に露出している二名層は“崖錐一扇

状地"状の巨礫相を主体としている.このルｰトでも

やはり上方へと砂岩礫の含量カミ増加してゆく傾向がみら

れる.

またここでは海棲化石の報告があるので(永井1972)

一時海進の時期カミあったらしい.しかしここの二名

写真8二名層(海成相)の円磨された結晶片岩

礫を持つビｰチ･グラベン堆積層

(左上および有下は節理面ひわだ峠)�
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層は中条あるいはひわだ峠の海岸礫相とは岩相を異に

している.

名野川越付近の湖成デルタ和

名野川越から高知県長沢に下る長沢林道沿いには久

万層群カミ連続して露出し絶好の観察場所とたっている

(図3).

ここでは三波川変成岩類の基盤を不整合に約2.5

mの厚さの角礫岩カミ覆う.角礫はすべて三波川帯起源

で基盤上を覆っていた崖錐堆積物と推定できる(写

真9).これより上位1.7mは泥岩でその上に厚さ約

1mの結晶片岩･石英脈岩の円礫岩がありその上は砂

岩･泥岩の細互層からなる(写真10).互層中に約0.8

mの厚さの細～中礫径の砂岩礫層がある.上位へと次

第に砂岩の粒径･厚さとも増加し(写真11)最上部では

チャネル構造を持つアｰコｰズ質粗粒砂岩及び花開岩

礫岩となる(写真12).したがってこのセクションは単

一の上方粗粒化･上方層厚々化サイクノレを示す.セク

ション全体に炭質物･木片が豊富で見事校植物化石が

多数産出される.互層中の砂岩層は級化層理･平行

葉理･リップノレ葉理･コンボリュｰション等の堆積構造

が発達しいわゆるタｰビダイトのホｰマモデノレと一

致した岩相を示す(写真13).リップノレから供給方向を

求めると北々東からの流れを示す.

以上のことからこのルｰトでの堆積環境は次の様に

まとめられる.

まず三波川変成岩類の基盤上に崖錐･風化生成物

が堆積していた.当時この付近の地形カミ急峻であった
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ことは後述の如くこのルｰトの北東数キロ付近に発

達する子持権現山･瓶ケ森のV字谷･扇状地堆積物から

推定できよう.

この崖錐上に厚くつもった細粒相はタｰビダイト互層

である.しかしこのタｰビダイトは海底ではなく

湖底に堆積したものであろう.急峻な三波川基盤上に

土砂崩れなどで塞き止め湖が形成されたと考えるのはど

うであろうか.やがて湖は北より次第に埋めたてら

れていったカミその過程は典型的上方粗粒化サイクノレ

をとる湖成デルタのプログラデｰションによるものであ

る.プロデノレタの泥岩･細互層デルタフロントのタ

ｰビダイト互層デノレタ上のチャネノレ砂礫層と上方に重

なり100m以上の厚さを持つ1つのサイクノレを形成し

ている.

セクション全体では下位から上位へと結晶片岩礫･

砂岩礫･花開岩礫への変化が認められる.

筆者らは現在の石鎚山にむかって拡がっていたと推定

される当時の湖を石鎚化石湖(または古石鎚湖)とこ

こに命名する.またこのルｰトでは湖成層の最上部

は断層でセクションの最下部と接している.すなわち

この断層は約100mの落差を持っている.筆者らは

この断層を名野川越断層と命名する･
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図2東条付墓近久万層群基底の柱状図
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図3長沢村遣久万層群柱状図

セクションは図4の2の部分に相当�
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また名野川越北東2kmのシラザ峠周辺の湖沼性堆積

層分布地をシラザ小化石湖(または古シラザ湖)と名ず

ける.

土小屋一瓶ケ森ルｰトと河床不整合面

土小屋から頬ケ森に至るルｰト沿いではいわゆる二

名層･明神層及び三波川変成岩類が断層でブロック状に

なりながら配列しているのが認められる(図4)

久万層鮮は大部分がほぼ東西に近い走向を持ち北へ

10～30｡程度で傾斜している.したがってこのノレｰ

写真9崖錐堆積相の二名層と三波川変成岩

類の不整合(長沢村道)

トでの地質構造は基本的にはいくつかの正断層によ

るハｰフグラｰベン状をなしグラｰベンブロック中に

逆断層が派生していると推定できる.この構造は四国

山脈の隆起時に生成されたのであろう.

湖成デルタ･デルタフロントの砂岩勝ち

タｰビダイト互層(長沢林道)

写真10

写真11

湖成デルタ･プロデルタ泥者勝ち互層相

(長浜林道)

写真12湖成デルタのチャネル礫岩相(長沢村道)�
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写真13湖成タｰビダイト(デルタフロント)中のコンボリ?

ユｰショ:■(長沢林道)

ノレｰトの前半名野川越までは前述の湖成デNanoレawa一字自

ル1相のセ1ションが断層で繰1返しているのが憶､む海

認められ構物化石を多産する(写真14).シラザ

小屋までは結晶片岩礫岩嚇泥岩がレンズ状･?ム･繋'

チャネノレ状に分布し一種のチャネノレコンプレヅIWagu｢｡San

クスを形成している.シラザ小屋から頬ケ森に至るノレ図4

一ト沿いには厚い結晶片岩の巨礫相が露出している.

この巨礫相と三波川変成岩類の基盤との特筆すべき不

整合面カ童子持権限山沿いのノレｰトに認められる(写真

15).ここでは巨礫岩と接している基盤はつるつるに

磨かれている.更にこの研磨面には凹凸が認められ

その一つは明らかにポットホｰノレであり他は一般の洗

堀溝である.すたわちこの不整合面は当時の河床面

をそのまま保存しておりポットホｰノレ等の存在から

急流の河床であったと推定できよう.このことは二

名層の巨礫相カミ崖雄一V字谷一扇状地堆積物であるこ

との動かぬ証拠となる.

筆者らはこの不整合面を子持権現山不整合と名づける.

㈵潯�

｣Looo

3級→

ム1buk1san
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二

土小屋一瓶ケ森聞ノレｰトマップ

地点1にはポットホｰルのある河床不整合面(子持権現山不整合)

が露出している(写真15参照)2は図3のセクション3は名野川越

断層

久万層群と四国中央部の構造発達史

以上の様に久万層灘には様々な堆積環境が推定でき

るがそれらは(1)礫質海岸く2)崖雄一V字谷一

扇状地(3)網状河川(4)湖成デノレタである.

そしてそれらの異なった堆積環境においても堆積物

の種類は下位より上位へと結晶片岩類一歩砂岩→花陶岩と

変化している.

砂岩礫は和泉層灘の砂岩ときわめて類似しており

花商岩は内帯のものと推定できる.したカミって古流向

写真14名野川越付近産の8必ω肋ωsp.

写真15三波川変成岩類といわゆる二名層のV字谷

埋積巨礫相との河床面不整合(子持権現山付近

因4の地点1矢印はポットホｰル)�
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カミ主として北からの供給を示していることは合理的であ

る.

久万層群は石鎚山系をとり巻くように分布しており

一種の堆積盆中に形成されたと推定できる.この堆積

盆はその初期には急峻地形を示し崖雄一V字谷一扇

状地カミ形成された.やカミて一部に海進があり河床勾

配が減じさらに内帯側の隆起にともない水系に変化が

起こった.一帯には和泉層群からの供給物カミ網状河

川を検して堆積した.河川の一部は湖に直接流入し

デルタを形成した.更に内帯では花騎岩類が隆起し

花筒岩礫･アｰコｰズ砂が網状河川により供給された.

この様に久万層群は一部の海成相を除いてほとんど

カミ陸成相で山間あるいは山縁の低地帯に堆積したもの

と考えられる.またいわゆる“二名層"と“明神層"

の間には不整合は存在せず岩相の違いは堆積環境の変

化として捉えられよう.

次に久万層鮮は次の3つの点で重要な問題を投げか

けている.

(1)始新世に久万層鮮の堆積盆が存在した理由

(2)礫種の変化の解釈

(3)久万層群と中央構造線の関係

以下これらの問題について若干の考察を加えてみる.

まず久万層群堆積盆の形成は伸張場における低地

帯堆積盆の形成によるのではないかというのが我々の第

一の推測である.久万層群はほとんど榴曲などの圧縮

場による変形をうけていないというのがその理由である.

では伸張場における地溝帯状の低地帯で久万層灘

が堆積したとするといきなり三波川変成岩上から堆積

が始まっているのはどうしてであろうか.四国では

久万層群堆積前に三波川帯が地表に顔を出していた証拠

は何もない.また三波川帯は地下深所で形成されたの

であるからその上には何かがのっていたはずである.

それらの岩石はどこへ行ったのか.浸食されたとして

もその痕跡を三波川帯域に全く残さずいきなり二名層の

堆積カミおこなわれるのは不自然であろう.そうすると

三波川変成岩類は伸張場テクトニスでいきなり地表に顔

を出したことになる.和泉層鮮には三波川帯からの

礫は一般に知られてないのでその当時は三波川変成

岩類は地下にあったのであろう.すなわち和泉帯の

地下更に領家帯の地下にあったのではなかろうか.

その後一帯は伸張場テクトニクスの支配のもとに

地下にあった三波川結晶片岩類は断層(中央構造線)に沿

って顔を出し隆起していわゆる“二名層"の巨礫相カミ

堆積しその後海成の“二名層"及び淡水成のいわゆる

“明神層"が堆積した.これらの低地帯への供給は主

として内帯から行われた.

次に中央構造線をはさんで隣接する久万層灘の基底

にはほとんど高低差がない(永井1972).従って中央構

造線の運動の大半は久万層群堆積以前に終了しその後の

運動はあまり重要な意味を持たないのではあるまいか.

最後に久万層群堆積時に広域的な伸張場のテクト

ニズムがあったと仮定するとそのことは初期の日本海

の形成にはじまる西南目本弧に直接影響を及ぼすような

重要な変動と関連している可能性がある.そしてその

時四万十帯では何が起こっていたのか.両者の関連

カミますます重要になってくるように思われる.
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